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近年、腸内環境と宿主のクロストーク、健康維持における腸管バリアの役割が注

目を集めている。本研究は、マウスやヒト腸管上皮細胞を用いて、食事脂質リノー

ル酸由来の腸内細菌代謝産物が腸管バリア機能へ及ぼす影響を探索した。
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